
令和４年度 2学期始業式の話 

令和４年 9月１日 

  

みなさん おはようございます。夏休み楽しく過ごせましたか。今日から 2学期が始ま

ります。みんなの元気な声が聞こえるので、幼稚園も先生方もとってもうれしいです。早

く幼稚園が始まって欲しいと思っていたお友達もいっぱいいるかもしれませんね。 

2 学期は行事がたくさんあります。運動会や生活発表会など、楽しいこともたくさんあ

ります。でも、そのために練習をしなければならないこともあります。あきらめないで頑

張ることが大切です。 

 

 これは何だったでしょう。そう「努力の壺」ですね。すみれ組やひまわり組の人は去年

お話ししたからわかると思います。今から「努力の壺」の紙芝居が始まります。 

 

 

（ 真由 ）お母さん。またあのお話して。 

（ 母 ）あらあら、真由、どうしたの？  

（ 真由 ）あのね、さかあがり、何度も何度も練習しているの、こんなにがんばっているのにでき

ないの。 

（ 真由 ）せえの えい ダメだ 

（ 真由 ）もう一回 えい もうっちょと ダメだ。 

（ 真由 ）手だってこんなになったんだよ。 

（ 母 ）おやおや、ずいぶん頑張ったんだね。でも上手くいかなかったんだね。じゃあ、今から

「どりょくのつぼ」のお話をしてあげるね。 

（ ナレーター）そう言いながら、おかあさんは、真由ちゃんの前にすわり、お話をしてくれました。 

（ 母 ）あのね、人が新しいことにチャレンジするときには、神様からつぼをもらうんだよ。そ

のつぼはね。いろんな大きさがあって、割と簡単なことは「小さいつぼ」、とても難し

いことは「大きなつぼ」をもらうんだよ。 

（ 母 ）その人がつぼの中にいっしょうけんめい「努力」を入れていくと、すこしずつたまって

いって、いつか「努力」があふれるとき、そのとき、チャレンジが成功するんだよ。 

（ 母 ）ほら、この前すみれ組の大地くん、いっしょうけんめい金の竹馬を練習していたでしょ。 

（ 大地 ）よし頑張るぞ、あっだめだ。 

（ 大地 ）もう一回、１．２ あっだめだ。 

（ 大地 ）よし、あきらめないぞ。１．２．１．２．やったあできた。 

（ 母 ）何度も何度も練習して、できるようになったじゃない。あのとき、努力のつぼから努力

があふれたんだね。 

（ 真由 ）そういえばお母さん，去年すみれ組の○○ちゃんも，はじめは戸板のぼりができなかっ

たけど，何度も練習してやっとできるようになったって，話してたよ。 

（ 母 ）そうよ，○○ちゃんはすごく頑張ったんだよ。ひまわり組の誠也くんや愛理ちゃんだっ



てそうじゃない。竹ぽっくり、何回練習した？転んでも，すぐに起きて頑張ったでしょ。

それからあきらめないで何度も練習して、やっと転ばずにできるようになったじゃな

い。休まずにつぼの中に努力を入れていけば、いつか必ずできるときが来るんだよ。 

（ 母 ）それから，ちゅうりっぷ組の翔太くんや絵里奈ちゃんだって，すごく頑張ったよね。一

本橋を，はじめはこわくて，手をつながないと歩けなかったのに，練習して一人ですい

すい渡れるようになったよね。 

（ 母 ）真由の努力のつぼも今にあふれるところまできているかもしれないわよ。もしかした

ら、まだまだかもしれないけど、あきらめちゃだめなの。あきらめたら、せっかくの努

力があふれることはないんだよ。もう少しがんばってごらん。 

（ 真由 ）うん。お母さん、ありがとう。真由、もっとがんばる！もう一回行ってくる！！  

（ ナレーター）そう言って、真由ちゃんは、また、さかあがりの練習を始めました。 

（ ナレーター）もう少ししたら、真由ちゃんの努力のつぼから努力があふれてくるかもしれませんね。 

（ ナレーター）あれから真由ちゃんは，毎日毎日逆上がりの練習を頑張りました。そしたらついに，で

きたんです。 

ここにあるものが「努力」です。そしてこの壺が努力を入れる「努力の壺」です。みん

な「努力」ってわかるかな？「努力する」ってどういうことかな？わかる人はいますか。 

本当は「努力」は見えないのですが，わかりやすいように，色を付けました。この壺は

神様が人間一人一人くれた壺なんです。 

 

さて、どんなときにこの壺をもらうかというと，みんなが何か頑張ろうと思ったとき，

今までできなかったことをやろうと思った時に、神様からもらいます。すみれ組さんだっ

たら金の竹馬や逆上がり，ひまわり組さんだったら竹ぽっくりや前回り，ちゅうりっぷ組

さんだったら三輪車や平均台を頑張ろうと思ったとき，この壺をもらうんです。人によっ

て大きさがちがいます。 

はじめはできなくても練習して少しずつ努力を重ねていけば、その努力がたまって、い

つかあふれるときがきます。（努力の壺の中に少しずつ水を注ぐ）ここでやめたらせっか

く頑張ったのに，できるようになりません。もうすぐのところまできています。あふれさ

す。）そのときが成功するときなのです。だから決して，途中でやめてはいけません。コ

ツコツと来る日も来る日もつぼの中に努力を入れていけば、いつか必ずできる時がくるの

です。 

 

さあ、2学期は行事がたくさんあります。このつぼに努力を少しずつためて、運動会や

生活発表会を成功させましょうね。 

 

※最後に努力の詩を読む。 

  このつぼはみえません 

  かみさまががんばるひとに くださるつぼです 

  なにかにむけてがんばろう 

  できないことにちょうせんしようとおもったとき 

  このつぼをもらいます 

  まいにちこつこつとれんしゅうし 



  このつぼのなかに どりょくをいれていきます 

  すこしずつどりょくがたまって 

  いつかあふれるときがきます 

  そのときができるときです 

  とちゅうでやめてしまったり あきらめてしまったりすると 

  つぼはいっぱいになりません 

  すこしずつでもどりょくをためていくと 

  かならずいっぱいになるひがきます 


